
○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 実施年度 目標設定 基準年度 基準値 目標年度 目標値
基準年度比

（目標） 実績
基準年度比

（実績） 目標設定
基準年度比

（目標）
基準年度比

（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

サウスポット静岡管理組合 2 1 3,432 4 3,400 99.1% 3,161 92.1% ★ 102.4% 92.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 省エネ報告会を実施（エネルギー消費時系列の把握） 21～40

2-4 運用対策 運転管理 総合的に運転管理を実施

2-4 運用対策 保守及び点検 定期点検の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 5月～10月外気温度に対応して温水ポンプ、電気温水器の停止

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時間帯の消灯

2-4 設備導入 照明設備 直管蛍光灯のLED化を実施

2-4 設備導入 熱利用設備 省エネ熱源更新実施

サウスポット静岡管理組合(ホテル) 2 1 3,290 4 3,000 91.2% 3,080 93.6% ★ 92.2% 93.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 省エネ報告会を実施（エネルギー消費時系列の把握） 61～80

2-4 運用対策 運転管理 総合的に運転管理を実施

2-4 運用対策 保守及び点検 定期点検の実施

2-4 設備導入 照明設備 直管蛍光灯のＬＥＤ化を実施

2-4 設備導入 熱利用設備 省エネ熱源更新実施

サッポロビール株式会社　静岡工場 2 1 20,873 4 20,247 97.0% 18,901 90.6% ★ 97.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日々の帳票での使用量確認、毎月のエネルギー使用状況のチェック、
原動機効率管理等

2-4 ふじのくにしずおか次世代エネルギーパーク なし 41～60

2-4 運用対策 運転管理
日々の稼働状況、原動機効率管理から高効率運転につながる調整を実
施

2-4 運用対策 保守及び点検 計画保全の実施

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯、蛍光灯をLED灯へ更新

3 設備導入 電気使用設備 最新式の冷凍機を導入した

株式会社　サニーメイズ 2 1 3,347 4 3,350 100.1% 2,942 87.9% ★ 97.1% 90.1% 2-4 運用対策 運転管理 時間当りの処理量を上げることにより月間の稼働時間の短縮を行う。 61～80

2-4 運用対策 保守及び点検
月初に外気吸気フィルター及び乾燥機フィルター清掃をする。電動設備
Vベルトの点検を行う。

2 運用対策 排熱の回収利用 隣接するグループ会社の温排水を活用する。

3 設備導入 電気使用設備 2021年度に変圧器の更新を行うため、容量の再考を行う。

3-4 設備導入 電気使用設備 モーターを更新するときは高効率のものを採用する。

3-4 設備導入 電気使用設備 大型篩機更新の際にインバータを導入する。

3-4 設備導入 空気調和設備 エアコンの温度管理

2-4 運用対策 推進体制の整備 社内で省エネ勉強会を行う。

株式会社サンエー化研　掛川工場 2 1 4,715 4 5,500 116.6% 4,840 102.7% ★ 91.2% 102.3% 2 設備導入 照明設備 照明設備63台LEDに交換 0～20

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 消灯出来る部屋の電気を巡回中に消灯させた

株式会社サンエー化研　袋井工場 2 1 6,730 4 6,528 97.0% 5,977 88.8% ★ 97.0% 89.3% 2 設備導入 空気調和設備 GHPｴｱｺﾝ（20馬力4台）をEHP省ｴﾈｴｱｺﾝに更新。 41～60

2 設備導入 照明設備 LED照明へ156台交換を実施。

株式会社三協　日の出工場 2 1 3,985 4 4,000 100.4% 3,893 97.7% ★ 96.0% 93.3% 2-3 運用対策 保守及び点検 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

61～80

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 井水汲み上げポンプ5.5kW運用方法見直し 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他

2-3 設備導入 燃料の選択 A重油ボイラー6台を都市ガスボイラー4台へ更新 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

2-3 設備導入 空気調和設備 第1工場間接部門エアコン更新

2-4 運用対策 保守及び点検

2-3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 第3工場セントラル空調休日運転モード追加

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 第2工場側蒸気ドレン回収タンク付帯の送水ポンプ制御追加

三恵株式会社 2 1 6,979 4 6,655 95.4% 5,458 78.2% ★ 93.0% 83.9% 2 設備導入 電気使用設備
550ton 3台
450ton 1台
850ton 1台

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

工程内での廃プラ
リサイクル使用を
徹底

41～60

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 EMSによる管理

三甲株式会社　東海工場 2 ★ 1 41,471 4 42,500 102.5% 34,289 82.7% 2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサー稼働において、負荷状況に応じた台数制御運転を実施。 0～20

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的な清掃点検を行い、設備の良好な状態維持に努めた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な照明は都度消灯するよう継続的に実施。

2-4 設備導入 照明設備 一部、LED照明へ切換え実施。

2-4 設備導入 照明設備 不必要な時間帯は消灯するようタイマー設定を一部使用実施。

株式会社三光 2 1 9,086 4 9,000 99.1% 8,511 93.7% ★ 96.5% 85.8% 2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比と燃料比の調整 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内の情報共有は出来る限りメール等でペーパーレス化した 61～80

2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001に準じてマニュアル化されておりマニュアルの再徹底 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

可能な限り裏紙、使用済み封筒を使用した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な照明をなくし適宜、消灯を行った

自己評価
点数分布



2-4 設備導入 照明設備 一部LED照明に変更した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な照明をなくし適宜、消灯を行った

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜おこなった

サンビック株式会社　細江工場 2 1 2,866 4 2,830 98.7% 2,897 101.1% ★ 97.5% 103.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備
月1回の経営会議を利用し報告を行う。(環境パフォーマンス・改善提案
等)

0～20

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 社内通達により周知、徹底する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 表示・看板等により周知、徹底する。

2-4 設備導入 電気使用設備 実施事項無し。

2-4 設備導入 照明設備 メタルハライドランプ250w×29台をLED照明に変更する。

山陽色素株式会社　東海工場 2 1 7,907 4 7,200 91.1% 5,763 72.9% ★ 136.8% 133.5% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 随時対応 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
法人会クリーン作戦参加
（2020年1月）

21～40

2-4 設備導入 照明設備
屋内水銀灯及び蛍光灯の
LED化

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 随時対応

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 随時対応

2-3 運用対策 運転管理
エアー配管をループ化し、コンプレッサーの
台数制御

2-3 設備導入 電気使用設備 受電設備新設

2-3 設備導入 電気使用設備 受電設備新設

三和電子サーキット株式会社　東海工場 2 1 3,309 4 3,380 102.1% 2,874 86.9% ★ 96.6% 94.5% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ライン空運転防止、停止までの時間見直し 41～60

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
台数制御・電動機清掃等による効率改善対策は継続実施中その他設
定圧力等の見直し・負荷軽減等は未実施

2-4 運用対策 運転管理
稼働状況改善対策
生産量減少に伴い稼働ラインを限定し対応
稼働効率低下防止の為停止時間を設定し集中した稼働を推進

2-4 設備導入 照明設備
24時間点灯部よりLED化を進め約80%完了
更新いおいてはLED化を基本として運用中

2-4 運用対策 保守及び点検
電動機の定期清掃継続実施中　季節の変わり目の凝縮器の清掃・５S
の日を設けﾌｨﾙﾀｰ類の定期清掃を実施中

株式会社GSユアサエナジー 2 1 27,324 4 25,635 93.8% 26,177 95.8% ★ 97.0% 102.0% 2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラー定期点検時に、水質・スケール状態を適正に管理実施した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

21～40

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 集塵機点検時に、電動機の運転状態確認を実施した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 定期的に照度測定を実施し、照明器具の間引き、消灯を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の詳細分類により再生可能な資源の再利用を徹底する

2-4 設備導入 燃焼設備 乾燥機点検時に、燃焼状態を適正に管理実施した。

2 設備導入 熱利用設備 鉛溶解炉壁面に遮熱塗装を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備 老朽化したエアコンプレッサーを、高効率コンプレッサーに更新した。

3 設備導入 電気使用設備 構内高圧変電所更新に伴い、高効率変圧器に更新した。

2-4 設備導入 照明設備 照明を蛍光灯からLEDに交換した。

株式会社Ｊ－オイルミルズ　静岡事業所 2 1 68,217 4 68,000 99.7% 64,071 93.9% 2-4 設備導入 燃焼設備
バーナーを改善する事により、混合燃焼を実施する事が出来、負荷の変
動に応じ燃料の供給比率を調整した

0～20

2-4 運用対策 運転管理 ISO14001活動を軸に、省エネ活動を実施、原単位の削減を行った

ジェイカムアグリ株式会社　富士工場 2 1 13,968 4 13,549 97.0% 13,771 98.6% ★ 97.0% 93.9% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
プラント毎にエネルギー管理目標値を設定し、毎月エネルギー使用状況
を数値化及びグラフ化し明確化した

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

6月の近隣区長による環境パトロールに参加 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ＩＳＯの目標及びレビューを従業員に周知 61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備の定期点検、運転状況の管理を実施。トラブル停止の原因を追究し
再発防止対策を実施

2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

環境マネジメントの目標に省エネの数値目標を設定し、毎月省エネ推進
状況を報告

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

生産及び物流過程で発生する廃棄物を有価化し廃棄物の削減を実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン使用機器に対し、検知器を用いた点検を実施し冷媒の漏洩の早
期発見を実施。R22使用機器は更新に合わせ、温暖化係数の小さい冷
媒使用機器に更新する。

シェブロンジャパン株式会社　御前崎事業場 2 1 5,936 4 5,735 96.6% 5,407 91.1% ★ 92.5% 97.6% 2-4 運用対策 運転管理 月次会議を通じて、運用状況を把握し、問題点の早期 21～40

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月次でエネルギー使用状況を把握し、問題点を把握。効果的な運用を検
討した。

2-4 設備導入 照明設備 建屋内照明をLEDに更新

2-4 運用対策 保守及び点検 スチームトラップの点検を行い、不良個所の交換を実施

四国化工機株式会社　御殿場食品工場 2 1 9,914 4 9,616 97.0% 9,118 92.0% ★ 97.0% 94.3% 2 設備導入 電気使用設備 41～60

2 運用対策 運転管理
冷凍機運転設定見直し
夜間運転台数調整（3→2台）

四国化工機株式会社　富士小山食品工場 2 1 3,652 4 3,615 99.0% 3,480 95.3% ★ 98.0% 109.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 機器のメンテナンス計画を立案しそれに基づいて保守点検を行う。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

FAXの使用を極力やめペーパーレス化を図る。 21～40

2-4 運用対策 運転管理 台数制御装置を用いて適正管理を行う。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期自主検査およびほう法定検査を実施する。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的にメンテナンスを実施する。

2-4 運用対策 燃焼合理化 モニタンリングし適正管理を行う。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照度測定を定期的に行い、必要な照度になるよう対応する。一部LED化
出来ていなかった場所もLED化していく。

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率モーターを採用する。

2-4 設備導入 電気使用設備 インバーターを活用する。



四国パック株式会社 2 1 2,471 4 2,450 99.2% 2,765 111.9% ★ 95.8% 102.2% 2-4 設備導入 照明設備 工場内の照明の一部を蛍光灯からLED照明にへんこうした。 0～20

2 設備導入 電気使用設備 新規で導入しませんでした。

株式会社静岡伊勢丹 2 1 2,957 4 2,867 97.0% 2,539 85.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備 時間外照明の削減、　　事務所やトイレに省エネへの協力を掲示。 21～40

2-4 設備導入 照明設備 事務所・店内装飾照明一部LED照明に変更

2-4 運用対策 運転管理
空調設備を中心に細かな運転管理、台数制御を行う。LED照明導入に
よる空調負荷の減少。

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率機器の導入

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
店内はスケジュールによる細かい照明管理、事務所は、不要な照明の
消灯を行う。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務所内での不在時の消灯、PCの省エネモード対応

独立行政法人国立病院機構静岡医療センター 2 ★ 1 4,385 4 4,341 99.0% 3,825 87.2% 2-4 運用対策 運転管理 中央監視装置での手動での温度管理を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 軽装の励行 41～60

静岡液酸株式会社 2 ★ 1 7,516 4 7,365 98.0% 6,993 93.0% 2 設備導入 空気調和設備 省ｴﾈ最新機種の空調機導入 61～80

2 運用対策 保守及び点検 原料空気圧縮機吸入口の高性能ﾌｨﾙﾀｰ交換、冷却塔ｽｹｰﾙ除去清掃

3 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 吸着設備の再生用ヒーターの設定を見直しを行う。

3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ管理、空調ﾌｨﾙﾀｰ定期清掃、外気取入れ、設定温度管理による
負荷軽減

2-4 設備導入 照明設備 屋外LED照明の導入

2-4 設備導入 排熱回収設備 加温用ﾋｰﾀｰ、排熱回収器の設備更新

3-4 設備導入 熱利用設備 冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ、熱交換器の設備更新

3-4 運用対策 運転管理
・ﾛｰﾘｰ車への充填時において放出によるロスを削減。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ﾌﾟﾗﾝﾄ低負荷時の液化回路の効率化操業

株式会社静岡銀行　静銀草薙センター 2 ★ 1 5,363 4 5,202 97.0% 5,224 97.4% 2-4 運用対策 保守及び点検
ターボ冷凍機（TR-A11）のオーバーホールにて、薬品洗浄、フィルター
類交換行った。またリモートユニットの更新を行った。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

計画どおり実施。
2020年度は261本の植樹と森林整備活動を実施した。静岡県内5会場で
296名参加（うち静岡銀行グループの参加員は71名）

2-4
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

計画した内容を実施。 21～40

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

計画どおり実施。
応募総数約400作品の中から、最優秀賞1名、優秀賞13名、学校賞2校
の選考を行い受賞校を訪問し賞揚。

2-4 ふじのくに森の町内会 計画した内容を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

計画どおり実施。
約6,000名が受講。

2-4 森づくり県民大作戦 計画した内容を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

計画どおり実施。
220年度は、本部の文書発生量を2011年度比で▲50％削減。

静岡県大井川広域水道企業団　右岸増圧ポンプ場2 1 5,632 4 6,086 108.1% 5,296 94.0% ★ 100.0% 94.2% 2-4 運用対策 運転管理 送水量に応じた効率的なポンプ設備の運用を行った。 41～60

静岡県狩野川流域下水道狩野川西部浄化センター2 1 4,296 4 4,411 102.7% 4,219 98.2% ★ 98.0% 94.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
下水処理場各棟の月別消費電力、電力原単位を集計してグラフを作成
し、過去実績から比較できるよう管理した。

41～60

2-4 運用対策 運転管理

非常用発電設備については、オーバーロードにならないように運転管理
した。
ポンプや送風機については、稼働台数の調整、負荷の適正配分し、負
荷や制御の状況に応じ運転管理を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
空調機器については出入水温度等の管理値設定、不要時は停止、ポン
プの運転台数制御、定格値内運転を行った。
給湯設備については、適正な温度管理をし、不要時は使用を控えた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜調光を行い、過剰又は不要の照明を無くした。

2-4 設備導入 照明設備
更新した非常照明器具には、一部の器具を除き省エネルギー型設備を
採用した。

静岡県企業局駿豆水道五本松ポンプ場 2 1 1,361 4 1,269 93.2% 1,186 87.1% ★ 97.1% 98.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調の定期的な点検を実施し、冷媒の漏洩の恐ればがないようにメン
テナンスを行った。

21～40

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。

2-4 運用対策 運転管理
複数台運転を極力なくすよう、需要量に合わせこまめにポンプの運転制
御に係る水位設定を変更した。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
運用において2台運転しないように1台のみ自動にし調整運用し、負荷
の平準化を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 無人施設であるため、必要な時のみ点灯し、通常時は消灯した。

静岡県企業局寺谷取水場 2 1 2,988 4 2,843 95.1% 2,827 94.6% ★ 97.1% 100.3% 2-4 設備導入 照明設備 未実施のため無し。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施のため無し。 21～40

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 始業時間前など、職員が少人数の際に、一部のみ照明を点灯した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒、裏紙、チューブファイル等の再利用を積極的に行い、両
面印刷を基本とした。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 夕方、休日前に事務用機器の電源を切り、省電力モードに設定した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

設置している空調機の定期点検の実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度を政府推奨設定値程度とした。

2-4 運用対策 運転管理 送水量、原水濁度により、機器の適正選択を一部行った。

静岡県企業局柿田川工業用水道堂庭取水ポンプ場2 1 3,861 4 3,738 96.8% 3,753 97.2% ★ 97.1% 97.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等把握を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙を積極的に活用した。 41～60

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調機の定期的な点検を実施し、冷媒の漏洩の恐れがないようにメン
テナンスを行った。

2-4 運用対策 運転管理 予備機がある場合は、運転管理を毎週行い負荷の適正配分を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 基本的に政府の推奨する夏場28度、冬場20度に設定して対応した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備は、適宜消灯を行うことにより過剰又は不要な照明をなくした。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モード
の設定を行った。

静岡県企業局駿豆水道中島浄水場 2 1 2,054 4 1,915 93.2% 1,925 93.7% ★ 97.1% 97.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

コピー機のトレイに裏紙をセットしたり、両面印刷を行った。 41～60

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調機器の定期的な点検を実施し、冷媒の漏洩の恐れがないようにメ
ンテナンスを行った。



2-4 運用対策 運転管理
複数台同時運転を極力なくすよう、需要量に合わせこまめにポンプの運
転制御にかかわる水位設定を変更した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 基本的に政府の推奨する夏場28度、冬場20度に設定して対応した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 水需要の低推移に応じて、インペラカットを実施し送水量を調整した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休みに照明の消灯を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 機器の不要時には電源を切る等の運用を行った。

静岡県企業局東駿河湾工業用水道取水ポンプ場 2 1 2,111 4 2,052 97.2% 2,011 95.3% ★ 97.5% 96.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器および設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

再利用できる資源は積極的に再利用する、印刷物は両面コピー、両面
印刷を基本とした。

2-4 運用対策 運転管理 予備機を用いて負荷の適正配分を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調の稼働時間を減らした。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
回転数制御することで、取水量を適正に調整し、ポンプの負荷を減らし
た。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜照明設備の電源を切った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務用機器は適宜電源を切った。

2-4 設備導入 電気使用設備

静岡県企業局東駿河湾工業用水道富士川浄水場2 1 6,524 4 6,317 96.8% 6,278 96.2% ★ 97.1% 97.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器および設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

再利用できる資源は積極的に再利用する、印刷物は両面コピー、両面
印刷を基本とした。

2-4 運用対策 運転管理 予備機を用いて負荷の適正配分を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調の稼働時間を減らした。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
回転数制御することで、取水量を適正に調整し、ポンプの負荷を減らし
た。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜照明設備の電源を切った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務用機器は適宜電源を切った。

2-4 設備導入 電気使用設備

静岡県コンベンションアーツセンター 2 1 3,637 4 3,600 99.0% 1,878 51.6% ★ 99.0% 88.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備
毎月、省エネ推進委員会を開催し、省エネに関する情報交換等を行って
いる。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒･裏紙の積極的な活用、プラスティックごみ、リサイクル紙
等の分別を徹底し、廃棄量の削減を図った。

61～80

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱媒体による熱量の過剰な供給をなくすよう、熱媒体の温度、圧力及び
量を最適に設定する様コントロールを行っている。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務室等では政府の推奨する設定温度を勘案し、設定している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視にて、機器や設備の保守状況、運転時間、運転特性値等を比
較検討し、館内巡視等で、機器や設備の劣化状況、保守時期等を把握
している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
前項と同じく、中央監視･館内巡視等を行い、系統的に年・季節・月・週・
日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、数値、グラフ等で過去の実
績と比較したエネルギーの消費動向等が把握している。

2-4 運用対策 保守及び点検

日常･週間･月間点検を行い、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着した
ばいじん及びスケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機
及び熱交換器のスケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分
の補修、照明器具及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保守

2-4 運用対策 運転管理

設備は、中央監視及び館内巡回等により、負荷の状況に応じ、高効率
の運転が維持できるよう運転管理を行っている。設備が複数の設備で
構成されているため、総合的なエネルギー効率を向上させるよう、負荷
の状態に応じ、稼働台数の調整、稼動機器の選択又は負荷の適正配

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備は、照度の適正化を図るとともに、不要箇所のランプ取外し(間
引き)、点灯時間の見直し等で減光又は消灯を行うことにより、過剰又は
不要な照明をなくしている。

静岡県庁 2 ★ 1 4,777 4 4,538 95.0% 5,532 115.8% 2-4 設備導入 照明設備 照明をLED機器に一部更新した。 0～20

2 設備導入 燃焼設備 実績無し。

2-4 設備導入 空気調和設備 冷温水発生器の更新を一部実施した。

2-4 運用対策 運転管理

静岡県立こども病院 2 1 3,610 4 3,502 97.0% 4,325 119.8% ★ 97.0% 119.8% 2-4 設備導入 照明設備
長時間点灯系統を優先的にLED照明へ更新を行った。
R3年度実績332灯更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類配布をメール化や両面印刷等を促す呼びかけを行った 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
職員にふじのくにCOOLチャレンジに参加を促す
職員に「クルポ」への参加を促す

0～20

2-4 運用対策 燃料の選択
ボイラーの燃料は、CO2排出係数の少ない都市ガスをなるべく使用し
た。

2-4 設備導入 空気調和設備
空調熱源高出力ポンプのインバータ化及び既存インバータのエコチュー
ニングを計画した。

静岡県立静岡がんセンター 2 1 17,455 4 17,100 98.0% 17,311 99.2% ★ 98.0% 99.2% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギーの使用量をグラフ化(年度・月)した。 21～40

2-4 運用対策 運転管理 ポンプ(台数制御・インバーター制御）運転の効率化。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラー水の管理（清缶剤の使用）

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
中央監視室のオペレーターによるボイラー及び怜温水発生装置の台数
制御

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度の適正化を図ると共に、点灯・消灯の管理を実施した。

2-4 設備導入 燃焼設備 設定圧力になると燃料の使用量を自動的に調整する機能を活用した。

2-4 設備導入 空気調和設備 冷水ポンプに変揚程制御　　　　　　　　を使用している。

2-4 設備導入 照明設備 照明器具の更新時にＬＥＤ照明に更新した。

静岡県立総合病院 2 1 10,031 4 9,928 99.0% 11,933 119.0% ★ 99.0% 118.9% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
空調スケジュールの適正化及び設定温度の政府の推奨する温度とする
ようにした

2-4 緑の募金 0～20

静岡県立大学 2 ★ 1 5,541 4 5,320 96.0% 4,926 88.9% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
施設管理業務委託業者への指示を徹底するとともに利用者に対しても
周知を行った

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

３カ月に１回目視による定期点検を行った 61～80

2-4 設備導入 照明設備
食品栄養科学部棟のエレベータホール、共用廊下(1～7階)の照明器具
をLED照明に更新した。



2-4 設備導入 照明設備 食品栄養科学部棟の通用口に人感センサーを設置した。

3-4 設備導入 空気調和設備 空調設備の改修に係る工事の設計を実施した。

静岡済生会総合病院 2 1 5,729 4 5,557 97.0% 5,434 94.9% ★ 97.0% 94.9% 2-4 運用対策 保守及び点検
日常点検及び日常作業にて設備の状態を把握し、保守及び点検を実施
した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

41～60

2-4 運用対策 運転管理 空調設備とガスコージェネレーション設備の運転内容の見直し

2-4 設備導入 照明設備 一部LED照明の採用

2-4 設備導入 空気調和設備 計画年度未達成

静岡ジェイエイフーズ株式会社　庵原工場 2 ★ 1 17,498 4 16,600 94.9% 15,268 87.3% 2 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ﾎﾞｲﾗｰ更新に伴い、ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀの使用を停止 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
環境保全推進協力会の活動として、三保海岸などで行われる清掃活動
に参加する。

61～80

2 運用対策 抵抗等電気損失防止 適用負荷休止に伴う440V500kVAﾄﾗﾝｽの運用停止 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
製品原料より発生する、茶粕・コーヒー粕等の廃棄物を肥料・飼料等に
する事により、資源の有効利用を図る。

2 設備導入 燃焼設備
老朽化したﾎﾞｲﾗｰの更新、6t×4台→2t×11台にすることにより負荷変
動の影響を受けにくくする

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

専門業者の定期点検を行うことにより、熱変換効率の向上ならびに冷媒
の漏洩の防止を図る。

2-4 設備導入 熱利用設備 断熱保温ｼﾞｬｹｯﾄの施工（2箇所）

2-4 設備導入 照明設備 HIDﾗﾝﾌﾟ・蛍光灯をLED照明器具に更新

静岡ジェイエイフーズ株式会社　興津工場 2 ★ 1 7,767 4 7,600 97.8% 7,869 101.3% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備LED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施 21～40

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 インバータ導入し出力調整 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

更に分別を細分化し
リサイクルの徹底

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 日常点検を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 清掃活動に参加

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度の確認

静清浄化センター 2 ★ 1 4,141 4 4,100 99.0% 3,388 81.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、市職員及び委託職員に対して地球
温暖化防止に関する研修を行い、意識レベルの向上を図った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

小学生や一般来場者の見学を受付、浄化センター及び環境について説
明をし、環境意識の向上を図った。

61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月、エネルギー管理報告書の確認を行うことにより、各機器の消費エ
ネルギーを把握した。

2-4 運用対策 運転管理
稼働台数の調整、稼働機器の選択等を行い、負荷の状況に応じた運転
を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 日常点検、日常作業にて設備の保守及び点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房温度は、政府が推奨する温度に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備は適宜消灯を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 パソコン等が不要時には電源タップから電源の切断を行った。

高松浄化センター 2 ★ 1 3,384 4 3,384 100.0% 2,814 83.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、推進員を設置し、環境に対する教育
を行い、所属員の意識レベルの向上を図った。

3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

61～80

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
主ポンプ等の場内設備に関して稼働台数を調整し、無駄な電力を抑える
ようにした。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺の清掃美化活動を実施し、地域との調和を図った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時には消灯を実施した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 プリンタを省エネモードにて使用した。

2-4 設備導入 電気使用設備 進相コンデンサを活用し、力率を99％以上に維持した。

2-4 設備導入 照明設備 照明をLEDに変更した。

中島浄化センター 2 1 9,777 4 9,679 99.0% 8,468 86.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、市職員及び委託職員に対して地球
温暖化防止に関する研修を行い、意識レベルの向上を図った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 下水道施設課として、地区の河川・海岸美化運動へ参加した。 41～60

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日報、月報、年報等にてエネルギー管理を行った。また、月報や年報で
は前月比や昨年同月比を記載し、エネルギーの消費動向等が把握でき
るようにしている。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

小学生や一般の方の見学を受付け、浄化センター及び環境について説
明し、環境意識の向上を図った。

2-4 運用対策 運転管理
稼働台数の調整、稼働機器の選択等を行い、負荷の状況に応じた運転
管理を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 日常点検、日常作業にて設備の保守及び点検を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
流体の状況に合わせた流体機械の運転（台数制御、回転数制御など）
を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 政府が推奨する設定温度を勘案し、作業環境に適した温度設定とした。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
主ポンプ等の場内設備に関して稼働台数を調整し、無駄な電力を抑える
ようにした。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 プリンタを省エネモードに設定し使用した。

静岡市西ケ谷清掃工場 2 1 11,688 4 11,421 97.7% 11,063 94.7% 2-4 設備導入 排熱回収設備
低圧蒸気復水器にミストクーラーを設置するための試験を行い、実施計
画を立てた。

0～20

静岡市役所静岡庁舎 2 1 2,486 4 2,411 97.0% 2,106 84.7% ★ 97.0% 84.7% 2-4 設備導入 照明設備 来年度実施予定 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒、厚紙、雑誌のリサイクル、不要文書溶解処理後のリサイ
クル

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

クールウォームビズの実施 61～80

2-4 設備導入 空気調和設備
故障していたインバータを修繕。商用運転で稼働し続けていたモーター
の省エネ運用改善

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調機の運転時間の削減

地方独立行政法人　静岡市立静岡病院 2 1 7,906 4 7,669 97.0% 7,903 100.0% ★ 105.2% 2-4 設備導入 照明設備
蛍光ランプをLED照明に更新
R2年度 46台実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

書類配布をメール化や両面印刷等を促す呼びかけを行った 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

職員にふじのくにCOOLチャレンジに参加を促す
職員に「クルポ」への参加を促す

0～20

2-4 設備導入 空気調和設備 既存空調熱源ポンプインバータのエコチューニングを実施

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーの法定点検整備を行った。
フィルターの清掃を行った。
照明不点器具交換を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
人が常時いない場所について自動点灯・自動消灯のものへ照明を変更
する。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器

静岡市立清水病院 2 ★ 1 5,494 4 5,439 99.0% 4,732 86.1% 2-4 設備導入 照明設備 院内の照明器具の一部をLED照明器具に交換した。 41～60

株式会社静岡新聞社 2 ★ 1 6,805 4 6,600 97.0% 6,532 96.0% 2-4 設備導入 空気調和設備 空調機更新に際し、空調能力を見直し現状に併せた空調機を導入。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 CT版をすべて回収し、CTP版のリサイクル材として使用。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 活動内容を記事として取り上げ読者、視聴者に周知した。 81～100



2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯器具をLED器具に更新(989台） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 設備を更新したことで製造過程で排出される廃液を削減した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明更新に際して照度の適正化を実施。館内巡回時に不要個所の消
灯を行っています。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 不良新聞を回収して古紙として再利用。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度を社内告知して在館者に意識づけを行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月のエネルギー使用状況をまとめ、過去の使用実績と比較し、増減幅
の大きい項目については原因特定を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備台帳の整理を行い、各機器の状況をこれまで以上に正確に把握で
きるようにした。

2-4 運用対策 運転管理
ボイラの更新に際して台数制御盤を新たに設置して負荷の状況に応じた
運転を行えるようにした。

静岡赤十字病院 2 ★ 1 4,428 4 4,335 97.9% 4,468 100.9% 2-3 設備導入 照明設備 2号館の蛍光ランプを一部LEDに交換 0～20

静岡ターミナルビル 2 ★ 1 3,226 4 3,250 100.7% 2,771 85.9% 3 設備導入 空気調和設備
故障していたインバーター他の取替えを実施した（令和3年度も継続実施
予定）

0～20

2 運用対策 保守及び点検 吸収式冷温水発生器の冷却水チューブを薬液洗浄を実施

国立大学法人静岡大学　静岡キャンパス 2 1 4,015 4 3,954 98.5% 3,524 87.8% ★ 98.5% 87.8% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
ライフライン再生工事を行い、配電経路の見直し、配電電圧の適正化を
行い、配電損失を低減した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

静岡市主催の「環境大学」に協力し、カリキュラムの作成や講師の派遣
を行った。

41～60

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 電圧の不均衡を防止するため、バランス良く接続を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

古紙回収パンフレットの配布やポスターの掲示を行い、教職員・学生に
広く古紙分別回収を呼びかけた。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 なし

2-4 設備導入 熱利用設備 なし

3 設備導入 電気使用設備 なし

3 設備導入 電気使用設備 なし

2-3 設備導入 空気調和設備 なし

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 なし

国立大学法人静岡大学　浜松キャンパス 2 1 5,018 4 4,995 99.5% 4,741 94.5% ★ 99.5% 94.5% 2-4 設備導入 熱利用設備 なし 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

静岡市主催の「環境大学」に協力し、カリキュラムの作成や講師の派遣
を行った。

61～80

3 設備導入 電気使用設備 なし 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

古紙回収パンフレットの配布やポスターの掲示を行い、教職員・学生に
広く古紙分別回収を呼びかけた。

2-4 設備導入 照明設備 昼光センサーを導入し、照度調整ができる照明器具を設置した。

2-4 設備導入 照明設備 昼光センサーを導入した部屋を別回路とした。

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 20kwの太陽光発電設備を設置した。

静岡森紙業株式会社浜松事業所 2 1 4,261 4 4,218 99.0% 3,705 87.0% ★ 97.5% 90.1% 2 設備導入 電気使用設備

キ　エアコンプレッサーの設置に際しては、小型化・分散配置によるエネ
ルギーの使用の合理化を検討すること。また、圧力の低いエアーの用途
には、エアーコンプレッサーによる高圧エアーを減圧して使用せず、低圧
用のブロワー又はファンを利用すること。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

「エコアクション21」の認証・登録事業所として継続的に省エネを図る。 41～60

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は
消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくすこと。

株式会社　資生堂　掛川工場 2 1 14,919 4 15,042 100.8% 14,175 95.0% ★ 100.8% 121.7% 2-4 設備導入 照明設備 LED照明器具への更新 4105.5 10069.5 67.5% 0～20

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用

2-4 設備導入 電気使用設備 運転時間見直し、モータ更新

2-3 設備導入 空気調和設備 運転時間の見直し、インバーター制御追加

志田紙工株式会社 2 1 3,399 4 3,500 103.0% 3,159 92.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備 6月の全体朝礼にて全従業員へ教育 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

ISO14001活動にて部門毎実施 0～20

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 月次で集計している

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務所　冷房設定27℃

2-4 設備導入 照明設備 ISO14001活動にて実施

静岡工場 2 ★ 1 4,211 4 4,124 97.9% 3,595 85.4% 2 運用対策 推進体制の整備 ISO14001 取得に向け、目標を設定した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙の積極的な使用による廃棄量の削減を行った。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001 61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 使用量を先月・昨年同月で比較して動向を把握した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

ﾌﾛﾝ法に則り、点検を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 排熱ﾎﾞｲﾗｰの定期清掃を実施した。

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 休憩所等、使用しない時は消灯した。

芝浦機械株式会社　沼津工場 2 1 17,704 4 38,873 219.6% 14,147 79.9% ★ 98.1% 98.6% 2 設備導入 空気調和設備
ビルマルチ空調機更新（5階建屋）
3～5階工事完了

3-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

富士山植樹ボランティアに参加 21～40

2 設備導入 電気使用設備 変圧機の更新 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

緑のカーテン設置

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 使用電力量のデマンド監視。調整依頼時に電力抑制 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 近隣公園清掃活動

3 設備導入 空気調和設備 ターボ冷凍機更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 ライトダウンキャンペーン参加

3-4 設備導入 空気調和設備 循環水・冷却水のラッキングおよび保温材改善

2-4 運用対策 保守及び点検

空気調和機熱交換器の清掃（26台）

暖房機煙道の清掃
（24台）

2-4 設備導入 電気使用設備

標準モーターを高効率モーターに変更
（4台）
オイルコン更新
（1台）

島田市田代環境プラザ 2 1 4,967 4 4,576 92.1% 5,055 101.8% ★ 97.0% 100.9% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 年単位でのエネルギー管理を実施し、エネルギー消費動向を把握した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

施設見学を通して、環境保全意識向上の啓発を行った。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

グリーン購入やノーカーデーの実施等をとおして普及啓発活動を行っ
た。

21～40

2-4 運用対策 燃焼合理化 最適な空気比設定を模索しながら運転管理を行った。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 2-4 緑の募金 緑の募金への寄付。

3 設備導入 熱利用設備 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

年2回の定期点検の実施を含め、空調機器の適切な管理を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 3.7kwモーター3台をトップランナーモーターに変更。



島田市立総合医療センター 2 1 5,457 4 5,293 97.0% 5,488 100.6% 97.0% 100.6% 2-3 運用対策 運転管理
給湯負荷に応じてボイラーの給湯温度を調整することで効率を向上させ
た。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組 その他 救急センターの南側窓にスイートピーを栽培した。 0～20

清水エル・エヌ・ジー株式会社 2 1 18,229 4 18,960 104.0% 19,611 107.6% ★ 99.4% 109.1% 2-3 設備導入 照明設備
構内の照明を水銀灯からＬＥＤ照明に変更した。
また、一般照明の間引き対応を実施した。

0～20

2-4 運用対策 運転管理
もともと計画していた左記の内容に加え、追加の対応として、払出ポン
プ能力変更に伴う追起動の抑制および2.5Mバックアップ使用時の7M№1
海水ポンプ電力量の削減を実施した。

清水谷津浄水場 2 ★ 1 3,451 4 3,444 99.8% 3,027 87.7% 2-4 設備導入 照明設備 脱水機棟において、LED照明器具を導入した。 41～60

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房は室温28℃、暖房は室温18℃を目安に温度設定した。

シミックＣＭＯ株式会社　静岡工場 2 1 12,130 4 10,750 88.6% 12,587 103.8% ★ 99.5% 115.4% 2-4 設備導入 照明設備 故障更新機器について順次実施。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステム推進組織である環境推進委員会を通しての社
員への省エネ推進の啓蒙

0～20

2-4 設備導入 電気使用設備
老朽化更新機器の電動機は高効率のものを採用
既存ファンモータについても効率改善対策を推進中で、来季予算化を確
定

2-4 運用対策 推進体制の整備 廃棄物の４Ｒ化に取り組み、従来、焼却処分であった廃棄物量を低減。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 オンデマンド管理による夏季ピーク電力の削減

2-4 運用対策 運転管理

夏季吸収式冷凍機活用によるピークカット運用の実践
高効率でCO2排出量の少ない、LNGガスボイラーの積極運用
故障中であった太陽光発電システムの復旧

ジヤトコ株式会社 掛川地区 2 30 3,367 4 3,266 97.0% 2,464 73.2% 4 設備導入 照明設備 前倒しで一部蛍光灯をLED化。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実施
する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。 0～20

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 計画を見直したため活動が停滞した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 本社側で企画する各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動へ参加。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 本社側で企画する各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動へ参加。

ジヤトコ株式会社 蒲原地区 2 30 4,743 4 4,601 97.0% 3,279 69.1% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 1週間単位で生産計画を管理し、週3日稼動などまとめ生産を実行した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実施
する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。 21～40

3-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 現場と連携して高温水ﾎﾞｲﾗｰを早めに停止して燃料の削減を図った。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 付近を流れる河川の清掃を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 本社が企画した社外のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に参加。

ジヤトコ株式会社 富士第1地区 2 30 51,192 4 49,657 97.0% 35,160 68.7% 2-4 設備導入 照明設備 更衣室のLED化を実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実施
する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。 21～40

4 設備導入 照明設備 2工場天井照明のLED化を実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社会貢献活動、田宿川の清掃&稚魚放流の実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 社外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を企画、実行する。

ジヤトコ株式会社 富士宮地区 2 30 27,757 4 26,925 97.0% 14,668 52.8% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 洗浄機常温化を実施した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実施
する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。 21～40

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱処理炉の燃料削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社会貢献活動、富士山ｸﾘｰﾝ作戦への参加

ジヤトコ株式会社 本社･富士地区 2 30 115,617 4 112,149 97.0% 80,935 70.0% 2 設備導入 照明設備 LED化が実施できなかった。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実施
する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。 21～40

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 洗浄機の常温化を実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社会貢献活動、田宿川の清掃&稚魚放流の実施

3 設備導入 電気使用設備 第2鋳造で集塵機のｲﾝﾊﾞｰﾀ化を実施。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
社外の社会貢献活動へ積極的に参加している。又、社内でも社会貢献
活動を企画、実行している。

3 運用対策 抵抗等電気損失防止 鋳造鍛造の非稼動ﾊﾟﾄﾛｰﾙ実施できなかった。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 加工ﾗｲﾝの非稼動ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

ジャパンコンポジット株式会社　清水工場 2 1 4,554 4 4,417 97.0% 4,271 93.8% ★ 97.0% 110.5% 2-4 運用対策 保守及び点検 スチームトラップの修繕 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃材の中で固形燃料の原料として使用できるものは、業者に引き取っ
てもらっている。

21～40

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ボイラーの節約運転 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 年2回、工場周辺の構外清掃を実施した。

2-4 設備導入 照明設備 M1,M2,K6のLED化 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

省エネ効果のある製品について、研究本部にて検討を実施し、製品化
に繋げている。

2-4 設備導入 空気調和設備 M1,M2合成室のｴｱｺﾝ更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙を積極的に再利用している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エアー漏れの修繕

順天堂大学医学部附属静岡病院 2 1 7,345 4 8,700 118.4% 7,062 96.1% ★ 97.0% 96.1% 2-4 設備導入 照明設備
院内外来、各病棟共用部照明をLEDに更新

21～40

2-4 運用対策 推進体制の整備 節電の貼紙を貼り、便座の温度を切り対応

昭和パックス株式会社　掛川工場 2 1 2,249 4 2,226 99.0% 1,995 88.7% ★ 99.0% 94.7% 2-4 設備導入 電気使用設備
旧式のエアコン
（200V25kw）3台をインバーター式エアコン（200V25kw）3台へ更新

41～60

2-4 設備導入 照明設備 事務所1階、食堂、フィルム二次加工職場の蛍光灯をLED照明に変更

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
新規の取組はなし。
従来通りの方法で管理を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
市域の取組はなし。
従来通りの方法で管理を行った。

白石工業株式会社　不二工場 2 1 10,546 4 10,303 97.7% 8,597 81.5% ★ 78.9% 96.8% 2-4 運用対策 排熱の回収利用 令和2年6月より、乾燥機の排熱回収利用を開始した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 昨年度より継続して副産物の販売を実施した（実績：462.67トン／年） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

品質・環境目標の進捗管理 21～40

2-4 運用対策 保守及び点検 熟成塔の熱効率向上を目的とした設備改善を実施した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済みの封筒、裏紙の再利用を継続実施中

2-4 設備導入 熱利用設備 令和3年1月より、小型貫流ボイラ（新規）の運転を開始した

2-4 設備導入 燃焼設備 新規乾燥炉導入予定だったが未実施

新静岡セノバ 2 1 3,014 4 2,923 97.0% 2,802 93.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎日の日報上で当日のエネルギー使用状況と昨年の状況を比較するよ
うにした

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 特に無し 41～60

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 中長期修繕計画を更新した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内稟議の電子化を開始

2-4 運用対策 運転管理
熱源機器（冷温水ポンプ、水冷チラー）の効率的な組み合わせでの運転
を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

日常での温度確認や運転状態の確認、定期点検を通じて早期での機器
故障や冷媒漏れ発見を図った

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 室内温度を細かく確認し、冷暖房温度を調整した。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
午前に井戸ポンプを手動で運転し、予め水槽に水を貯めておき、午後に
自動でポンプが運転しないようにして、ピークカットを図った

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 熱源用冷温温水搬送ポンプの手動での台数制御の実施。



2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 バックヤード避難階段の人感センサー照明の点灯個所の調整

2-4 設備導入 照明設備 照明器具の更新時はLED照明器具を採用した

新東海製紙株式会社　島田工場 2 1 78,065 4 78,500 100.6% 74,338 95.2% ★ 101.1% 97.5% 2 設備導入 照明設備 LED化 -123578 197916 253.5% 0～20

新橋製紙株式会社 2 1 6,217 4 6,320 101.7% 5,680 91.4% ★ 98.4% 91.4% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 抄紙機ドライヤーの蒸気圧力の低減 41～60

2-4 設備導入 照明設備 照明設備のLED化推進中

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラーの整備強化　照明器具の傘部の清掃強化

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 異常停止が発生しないように部品の定期交換と点検整備の強化中

株式会社スギヤマ　富士工場 2 1 3,834 4 3,719 97.0% 3,138 81.8% ★ 97.0% 102.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムに則り、省エネ推進委員会を設置し活動を推
進する。責任者、組織を決定した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 0～20

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
40系統の電力使用量を数値化グラフ化し過去の実績と比較したエネル
ギー動向が把握できるよう毎月展開した

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

4月と11月に電力量削減に関する研修を行い、省エネの推進を呼びかけ
た

2-4 設備導入 電気使用設備 更新時は高効率のモータの採用を徹底した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロンの漏洩点検により漏洩無きことを定期的に確認した

株式会社杉山製作所　本社工場 2 ★ 1 4,311 4 4,267 99.0% 3,461 80.3% 2-4 設備導入 照明設備
精密成形課水銀灯(HF400→セラメタ230W)交換、製品倉庫蛍光灯LED
管交換13本

2-4 0～20

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

4 設備導入 電気使用設備

スズキ株式会社　磐田工場 2 1 34,995 4 33,339 95.3% 30,338 86.7% ★ 97.0% 96.6% 2 設備導入 熱利用設備 計画通りにヒートポンプシステムの空調を導入できた。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類の社内承認システム(決済箱システム)によりペーパーレス化を推進
した。

41～60

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

法令に基づき、定期点検を実施した。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

コロナ過により、今年度の開催がなく、参加ができなかった。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 計画通りに、毎月クリーン作戦を実施できた。

スズキ株式会社  大須賀工場 2 1 44,632 4 40,798 91.4% 38,139 85.5% ★ 97.0% 94.2% 2-4 設備導入 空気調和設備
空調機4台更新
1台新設

3-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

41～60

2-3 設備導入 電気使用設備

2-3 設備導入 電気使用設備

2-3 設備導入 燃料の選択 LPGの都市ガス転換が進みました。

2-4 設備導入 電気使用設備 400V変圧器1台の更新を実施しました。

2 設備導入 熱利用設備 温水ﾎﾞｲﾗｰを真空焚きのﾎﾞｲﾗｰに更新しました。

3-4 設備導入 燃焼設備

スズキ株式会社　湖西工場 2 1 100,562 4 92,706 92.2% 98,284 97.7% ★ 97.0% 96.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備 温室効果ガスの排出目標を定め、省エネに取り組みました。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

新型コロナウイルス感染症対策として、工場見学会は中止となりまし
た。

41～60

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 省エネWGを通して、各グループに冷暖房の運転基準を周知しました。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
管理職、衛生部会員、構内協力企業にて工場周辺道路等の清掃活動を
３回/年実施しました。

2-4 設備導入 空気調和設備
廃熱ボイラーで発生する蒸気の有効利用を実施し、貫流ボイラーの運転
台数を削減しました。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒、裏紙等は個人情報の取り扱いに注意しつつ、積極的に
活用しました。

2-4 設備導入 照明設備 工場照明のLED化を一部実施しました。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

計画的に定期点検を行い、冷媒漏洩などの不具合を確認しています。

スズキ株式会社  相良工場 2 1 98,522 4 135,638 137.7% 90,613 92.0% ★ 97.0% 101.5% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯からLED照明への取替を行った 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域での清掃活動を実施すること。 21～40

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率型電動機に取替を行った 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 その他 各グループに環境情報を公開し情報を共有しました。

2-4 設備導入 電気使用設備 加熱装置を電気加熱化を導入し省エネを実施しました

2-4 設備導入 空気調和設備 空冷式ヒートポンプシステム導入計画中

スズキ株式会社　スズキ塾引佐研修センター 2 1 3,004 4 2,900 96.5% 2,793 93.0% ★ 97.2% 95.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

時間単位で継続的に
電気の使用量を測定
しており、長期的に
その測定結果は保存

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

決裁ワークフローの
システムを利用し
紙文書の回覧を削減。また電子稟議
回覧システムをテスト試行中。

81～100

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

台帳で導入年度と
耐用年数、老朽更新
時期等を管理して
いる。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

左の計画通りに
実施した。

2-4 運用対策 運転管理

電力監視システムで
各設備の稼働状況を
管理しつつ、空調は
Smart-Dashを連携

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期的な点検を
実施した。

2-4 運用対策 保守及び点検

照明設備について、定期的な清掃、毎月
の照度測定により
適切な照度を維持
した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯

温湿度状況を見つつ
設定温度を変更し、
Smart-Dashに任せて
自動的なOn-OFFを

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
毎月の照度測定を
実施し、適切な照度
を確保した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
省電力モードを
活用している。

スズキ株式会社　浜松工場 2 1 13,645 4 17,252 126.4% 10,877 79.7% ★ 97.0% 112.4% 2-3 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムでCO2の排出目標を決め温室効果ガスの抑制
を図りました。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内メール便で使用する封筒を使用可能な旧封筒を活用することで紙
の廃棄物発生量を削減した。

0～20

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
省エネ部会で設備の非稼動時電源OFF活動と電源が切れない設備の
改善により待機電力の削減を実施しました。

2-3 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
環境マネジメントシステムで工場周辺の清掃活動実施計画を作成、実施
しました。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法対応マニュアルに基づき対象設備の管理を実施しまし
た。

スズキ株式会社　竜洋コース 2 ★ 1 3,056 4 2,966 97.1% 2,390 78.2% 2-4 運用対策 運転管理
長期連休時、各サブ変台の一次電源を停止させ待機電力の削減を行っ
た。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

支障を来す自然災害もなく予定通り栽培を行った。 61～80

2-4 設備導入 照明設備 事業所内の外灯更新工事の際、水銀灯からＬＥＤ照明へ変更を行った 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

上長と他部門への承認が必要な書類は決裁箱（電子承認）を活用し
ペーパーレス化を行った。

2-4 運用対策 運転管理
社内でルール化されたエアコン運転基準（温度、湿度、エアコンの設定
温度）が遵守されているか定期パトロール（１回/月）を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の活用を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月末、電気使用量を集計し月別電気使用量をグラフにまとめ省エネ取
組み効果の確認を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検表の点検項目に基づいて点検を実施し不具合箇所の早期発
見と早期改善を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
各サブ変台の日常点検を点検記録表に基づき１回/月実施し不具合箇
所を早期発見と早期改善を行った。



スズキ株式会社　本社 2 1 20,135 4 21,658 107.6% 18,968 94.2% ★ 97.0% 91.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月本社の使用エネルギーを把握し、効率良くエネルギーが使用されて
いるか確認した。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

実施なし 2 ふじのくにCOOLチャレンジ 計画通り、協賛金・景品提供による事業支援を行った。 81～100

2-4 運用対策 運転管理 本社の環境動力設備の点検を行い、効率良い運転を維持管理する。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

実施なし

2-4 設備導入 燃料の選択 試作棟の暖房設備を更新し、燃料源をLPGから都市ガスに変更した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 定期的に「スズキマナーアップ活動」を実施した。のべ544名が参加。

2 設備導入 照明設備 一部建屋（本社No.2動力計棟）の照明をLED化した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

「スズキの地球環境への取り組み」をテーマに、オンラインでのリモート講
義を10月14日(常葉大学)及び27日(静岡産業大学）に実施した。

2-4 運用対策 推進体制の整備 推進体制の計画策定し整備推進中。（継続実施） 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

10月31日開催の「浜名湖プラスチックごみ学習会」を社内に案内し、社員
とその家族15名が参加した。

2-4 設備導入 電気使用設備 インバータ設備や、高効率モータを導入した。(継続実施） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

紙削減活動およびペーパーレス決裁のシステムを継続。

2-4 運用対策 推進体制の整備 新入社員610名を含む842名に対してエコドライブ講習を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内ホームページ行動基準にて封筒再利用、裏紙活用促進を継続掲
載。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 実施なし 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施して冷媒漏えいの予防を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調設備の定期点検にて、フィルターの目詰まり除去他の保守作業を
実施した。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

燃費の改善や軽量化の技術を盛り込んだ四輪車を製品化し、全面改良
モデルを12月に発売、その他にも仕様変更や追加を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 行動基準にてブラインド活用について記載した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

販売店における体験試乗会や新生活応援フェア、大感謝祭、大決算フェ
ア等のキャンペーンを通じて四輪車の販売促進を図った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 行動基準にて空調温度管理の徹底を周知した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 給湯室へのポスター貼り出しによる啓発実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
増築部分の事務所では照度による調光式照明を採用した。また更新の
際には過剰な照度とならない仕様とした。

2-4 設備導入 電気使用設備 非稼働日の消灯は実施したが、運転停止は行わなかった。

2-4 設備導入 空気調和設備 新築・増築部分の事務所や、空調更新ではエリア分割式空調とした。

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 新規設置の給湯設備は省エネ型のものを設置。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯の老朽更新時・一部増設時には、LED照明を設置。

2-4 設備導入 照明設備 増築部分の事務所では照度による調光式照明を使用。

株式会社スズキ部品製造　遠州精工工場 2 1 7,222 4 7,005 97.0% 6,053 83.8% ★ 97.0% 87.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載 61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 大型モーターのインバーター化実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 未実施

2 設備導入 空気調和設備 未実施

株式会社スズキ部品製造　スズキ精密工場 2 1 28,140 4 27,296 97.0% 25,566 90.9% ★ 97.0% 94.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載 61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

2-4 設備導入 照明設備 事業所内の蛍光灯・水銀灯のLED化を実施

2-4 設備導入 電気使用設備 変電設備の更新に併せて低損失ﾄﾗﾝｽの導入を決定

株式会社スズキ部品製造　浜松工場 2 1 12,900 4 12,513 97.0% 11,234 87.1% ★ 97.0% 107.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

工場から排出される廃棄物の分別しリサイクル処理（外部業者）を行う。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載 21～40

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメントシステム等を構築する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 エアー圧力の変更

2-4 運用対策 燃焼合理化 未実施

2 設備導入 空気調和設備 空調熱源暖房時設定変更

スタンレー電気株式会社　浜松製作所 2 1 6,751 4 6,548 97.0% 5,326 78.9% ★ 97.0% 86.5% 3-4 設備導入 照明設備 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 41～60

3-4 設備導入 電気使用設備 西側コンプレッサーNo.2の入替 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 週末不要時のコンプレッサー停止 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 週末の省エネ（ＣＴポンプのインバータ周波数変更・エアハンの停止） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施

株式会社　スニック　浜北トリム工場 2 1 3,484 4 3,470 99.6% 3,415 98.0% ★ 97.0% 87.9% 2-4 運用対策 運転管理
デマンド管理を実施、負荷基準に対し超過リスクがある場合、設備稼働
調整を実施した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
定期的な金型・設備保守、金型改修を実施し、工程内不良削減に取り組
んだ。

61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的にエネルギー管理を実施し、過去の実績と比較、省エネ部会で
各部署に展開し省エネに努めた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
省エネ部会を毎月実施、具体的な省エネ取り組み事項を話し合い実行し
た。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備ごとに始業前点検、月次点検、年次点検を実施、設備の特性に合
わせて必要な保守を実施できた。

株式会社スニック　竜洋シート工場 2 ★ 1 4,462 4 4,328 97.0% 4,200 94.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 金型の使用数データ採りと定期洗浄の実施 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

車両用シート生産用接着装置を新規導入する事により、エネルギー使
用量の削減を図る。

81～100

2-4 運用対策 運転管理 生産数に応じたライン編成管理の実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

コンプレッサー老朽更新のよる熱効率向上と容量適正化を図る。

2-4 運用対策 保守及び点検 機器・設備のPM点検実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

新機種ウレタン発泡型の型放熱温度の低減（保温）を図る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不在時のこまめな消灯の実施。休憩時の消灯。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

省エネ部会の開催

2 設備導入 電気使用設備 コンプレッサー老朽更新のよる熱効率向上。

2-4 設備導入 電気使用設備 自動販売機のタイマー設定による休日運転停止。

2-4 設備導入 照明設備 老朽更新計画の策定と仕様検討

住電装プラテック株式会社　駒門事業所 2 1 2,918 4 2,812 96.4% 2,514 86.2% ★ 97.0% 100.7% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001に基づくEMSにて生産数量原単位1%/年削減を目標とした省エ
ネの推進

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施 21～40



2-4 運用対策 運転管理
コンプレッサの台数制
御運転及びポンプのイ
ンバータ制御

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

会議資料、手順書類の
ペーパレス化。

2-4 設備導入 照明設備 照明のLED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

未実施

2-4 設備導入 電気使用設備
フロア毎のコンプレッ
サ設定圧力適正化

2-4 設備導入 空気調和設備 ゾーン空調の活用による空調容量の圧縮

2-4 設備導入 電気使用設備
自動力調設備活用によ
る力率100%の順守

住電装プラテック株式会社　本社工場 2 1 7,477 4 7,351 98.3% 6,668 89.2% ★ 97.0% 96.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ISO14001に基づくEMSにて生産数量原単位1%/年削減を目標とした省エ
ネの推進

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施 41～60

2-4 運用対策 運転管理
コンプレッサの台数制
御運転及びポンプのイ
ンバータ制御

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

会議資料、手順書類のペーパーレス化。

2-4 設備導入 照明設備 照明のLED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

未実施

2-4 設備導入 電気使用設備
フロア毎のコンプレッ
サ設定圧力適正化

2-4 設備導入 空気調和設備 未実施

2-4 設備導入 電気使用設備
変圧器更新による損失
の低減

住友ベークライト株式会社　静岡工場 2 ★ 1 32,607 4 32,379 99.3% 31,769 97.4% 2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 井戸ポンプ運転・停止のカレンダタイマ化等 21～40

2 設備導入 電気使用設備 高効率ポンプ・モーター更新

3 運用対策 電気使用設備 大流量ポンプ更新・INV設置

4 設備導入 空気調和設備 老朽空調機の更新を実施

住友理工株式会社　富士裾野製作所 2 1 10,800 4 10,402 96.3% 7,879 73.0% ★ 96.3% 105.9% 2-4 設備導入 電気使用設備 工場内の照明を、8月にLED器具19本の交換を行った 0～20

3-4 設備導入 排熱回収設備
工場内の電気設備で、12月に変圧器3台の交換と容量見直し（1台）変
圧器の統合（2台を1台）を行った、エアコン2台を補助金を利用して更新し
た

2-4 設備導入 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

駿河健康ランド 2 ★ 1 5,354 4 5,193 97.0% 3,740 69.9% 2-4 設備導入 照明設備 交換が必要となったタイミングで高効率機器に交換している。 61～80

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日常管理の温度や電流値の確認により設備の劣化状況を把握してい
る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務室PCは不在時には電源を切る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務室照明は不在時には消灯する。お客様立入箇所は不要な照明を
消灯する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 送水圧力を適正に保つようインバータ出力、調節弁の設定を行う。

㈱駿河生産プラットフォーム 2 1 3,597 4 4,815 133.9% 3,468 96.4% ★ 96.6% 74.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001(2015年版)に基づいた活動を実施 61～80

2-4 運用対策 推進体制の整備 Webセミナーを利用した教育を実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 環境パフォーマンスKPI管理（月単位）を継続実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・エアコンの設定温度管理
・昼休みの消灯

2-4 運用対策 運転管理 作業工程を集約した、自社開発設備の導入

3-4 設備導入 照明設備 -

スルガ東洋株式会社 2 1 4,096 4 4,000 97.7% 3,861 94.3% 2 設備導入 空気調和設備 自然冷媒危機への更新 0～20

2 設備導入 照明設備 LED照明への変更

2 設備導入 電気使用設備 エレベーター更新、インバーター制御のモーターへ更新

西遠浄化センター 2 ★ 1 11,949 4 11,136 93.2% 11,221 93.9% 2 設備導入 空気調和設備 散気装置を高効率化 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

省エネ委員会を開催し、各省エネ案を実行した 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

省エネ委員会を開催し、各省エネ案を実行した 61～80

2 運用対策 運転管理 汚水ポンプの稼働台数を調整した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 退室時の消灯を徹底した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 会社設定の省エネモードによるPC運用とした 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

3-4 設備導入 電気使用設備 散気装置を高効率化

3 設備導入 空気調和設備 散気装置を高効率化

株式会社生産日本社　生産本部　浜北工場 2 1 2,939 4 2,939 100.0% 2,497 85.0% ★ 97.1% 89.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備
エネルギー管理指定工場の自覚をもって環境事務局員と環境管理責任
者が率先して温室効果ガス削減に努めた。

2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他
植物由来減量30％配合製品を作成販売継続中であり、更に新製品の開
発中である。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション21の取組は実施出来ていた。 61～80

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 個人個人の意識の向上により、実現できている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明や設備の更新と共に工場全体の残業時間の削減を努力している。

2-4 設備導入 照明設備 倉庫LED化、遮熱塗装等の設備更新による効果が出ている。

2-4 設備導入 空気調和設備 更新時期のエアコンやボイラー設備の更新により効果が出ている。

社会福祉法人聖隷福祉事業団　総合病院 聖隷浜松病院2 1 10,704 4 10,382 97.0% 10,826 101.1% ★ 97.0% 101.1% 2-4 設備導入 空気調和設備 B棟空調熱源の冷温水ポンプのインバーター化 0～20

2-4 設備導入 照明設備 病棟ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝを中心に照明のLED化を実施。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視装置等で日々エネルギー使用状況を確認し、空調機器の運転
時間管理等を実施。

総合病院　聖隷三方原病院 2 1 7,824 4 7,590 97.0% 7,402 94.6% ★ 97.0% 94.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
機器や設備の保守状況、運転時間、運転特性値等を比較検討し、機器
や設備の劣化状況、保守時期等を把握した。

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度 61～80



2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的に年・季節・月・週・日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、
数値、グラフ等で過去の実績と比較したエネルギーの消費動向等を把
握した。

2-4 運用対策 運転管理

設備は、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理
を行うこと。特に、設備が複数の設備で構成されている場合は、総合的
なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応じ、稼働台数の調
整、稼動機器の選択又は負荷の適正配分を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の
除去、空調設備フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のス
ケールの除去を実施した。

2-4 運用対策 排熱の回収利用

排ガスの排熱は排ガス温度又は排熱回収率について、蒸気ドレンの排
熱は蒸気ドレンの温度、量及び性状について、加熱された固体若しくは
流体が有する顕熱、潜熱、圧力、可燃性成分等は回収を行う範囲につ
いて、それぞれ最適に設定して回収利用を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
負荷の軽減を行うとともに、運転時間、室内の温・湿度、換気回数等を
使用状況等に応じて最適に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 自動制御、INVによる負荷に応じた適正運転を行った。

2-4 設備導入 照明設備
スポット的なＬＥＤ照明改修工事を実施。

積水ハウス株式会社　静岡工場 2 1 10,405 4 12,998 124.9% 9,076 87.2% ★ 90.7% 94.6% 2-4 設備導入 照明設備 故障した蛍光灯器具をLED化 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

1年間に
2277組 8323人

学校からの受け入れは３校で83名

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

計画通り活動 61～80

2-4 設備導入 空気調和設備 品質技術部エアコンを更新 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 ・10/31 7名　時ノ寿の森植樹祭に参加

2-4 設備導入 電気使用設備
瓦破砕機を新規導入時、集塵機、排気ファンの調整にインバータ制御を
追加した

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

・使用済み封筒の再利用実施
・鉄製品の原材料歩留り向上を環境目的に取り入れて活動

2-4 運用対策 推進体制の整備
・3月、6月にISO14001従業員研修を実施
・毎月各部署と省エネ打ち合わせを実施

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の普
及を行うこと。

積水ハウスオーナ電気創設に伴い電気事業者を中部電力ミライズから
エネットへ変更。
排出係数は以下の通り
中部電力  0.561

綜研化学株式会社　浜岡事業所 2 1 3,725 4 4,225 113.4% 4,103 110.1% ★ 97.0% 97.9% 2-4 設備導入 空気調和設備 21～40

3-4 設備導入 空気調和設備

ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オペレーションズ株式会社2 ★ 1 5,625 4 5,456 97.0% 5,176 92.0% 2-4 設備導入 照明設備 毎年エリア毎に照明のLED化を計画し実行している 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

41～60

2 設備導入 空気調和設備
旧型（R22）のエアコン更新及び老朽化しつつあるエアコン更新を毎年計
画し実施している

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2-4 運用対策 推進体制の整備 リモートワークの推進を呼びかけ励行している 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

株式会社ソミック石川　鶴見工場 2 1 15,649 4 15,305 97.8% 14,869 95.0% ★ 95.4% 105.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
課毎・用途毎に毎月単位で、前年度比でのｴﾈﾙｷﾞｰ及び原単位比較をｸﾞ
ﾗﾌ化や数値化し消費動向が把握できるようになった

21～40

2-4 運用対策 推進体制の整備
管理標準の見直し実施。
現在にあった管理標準の作成

2-4 設備導入 照明設備 熱処理工場の天井照明全台含む工場を部分的にLED照明に更新した。

2-4 設備導入 照明設備
外灯をタイマーや人感センサーのLEDに変更。夜間のみ点灯するように
なった

2-4 設備導入 電気使用設備 熱処理工場ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰを更新

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 昼夜連続生産により、設備の待機時間2ｈ短縮

株式会社ソミック石川　古川工場 2 1 5,042 4 4,890 97.0% 4,578 90.8% ★ 99.1% 107.4% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯照明をLED照明に更新（約180台） 41～60

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明の一括SW化による消し忘れ防止

3-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
コンプレッサー不要時の停止
台数制御による停止方法の再教育

3-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギーの見える化

3-4 設備導入 照明設備 新設外灯の人感センサー付き採用

3-4 運用対策 運転管理


